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2. セッションの概要 

本セッションは、原子力リスクに直面する東アジアで、信頼に基づく国際協働枠組みの構

築を提案することを目的とする。欧州に比べ制度的連携が乏しい同地域では、今後 180 基

の原発が集中する中で、事故時の越境的影響が懸念される。福島の ALPS 処理水問題にみ

られるように、信頼と協力の体制が急務である。本セッションでは欧州の経験と既存枠組

みの検証を通じ、東アジアに適したリスク評価と協働基準の整備を模索する。 


